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時は 1913年。日常の生活に退屈しきっている英国青年

セパスチアンは、オーストラリア旅行の途中に立寄った

港町でアル中の象牙密猟人フリンに出会う。この出会い

が彼の人生を波乱万丈のものにするのだった・1

密猟の仲間に入ったセパスチアンは帆船を仕立て、渓

谷をさかのぼり、ジャングルを横切って広大な原野にた

どりつく。 30年間銃声の響いたことのないこの土地は野

生象の宝庫である。地ひびきをたて、土煙をあげて行進

するアフリカ象。フリンのライフルが30年の沈黙を破る。

岩のように倒れる巨象の群れ。自の前は象牙の山だ。

セパスチアンと口ーザは結婚し、可愛いい娘マリアが

生れた。その平和な生活を奪ったのは第|次大戦だった。

フライシャーが国境を越え、家を焼き払い娘マリアの命

を奪ったのだ。泣き狂う口ーザの前でセパスチアンとフ

リンは復讐を誓う。フライシャーがドイツ巡洋艦の修理

にあたっていることを突きとめたセパスチアンは、複葉

飛行機に乗り“戦艦ブルーシャー号"の姿を求めて空中

偵察を行う。ルフィジ・デルタの河口近く戦艦を発見し

たものの、機銃掃射を浴び白い煙を吐く偵察機。フラフ

ラと山を越え、谷を突っ切る複葉機・・・。遂に墜落ノ

象牙を船に積み込み出発の間際、この土地を治めてい

るドイツ将校フライシャーが攻撃を仕掛けて来た。ジャ

ングルに銃撃戦が展開する/辛うじて船に乗り込むセパ

スチアン/逃げ場を失い川へ飛び込むフリン/血の臭い

をかぎつけ、後を追う大ワニの群れノジャングルに静寂

が戻った。川岸の泥沼に這い上るフリンo 音もなく忍び

寄る大ワニ。フリン危うしノと、危機一髪/銃声がこだ

まする。セパスチアンが引き返して来たのだ。

フリンの家に帰り着いた時、セパスチアンはマラリア

に冒されていた。手厚い看護をするフリンの娘口ーザ・1

一命をとりとめたセパスチアンはブルーシャ一号爆破

を計画する。仇敵フライシャーともども吹っ飛ばそうと

いうのだ。黒人に変装し時限爆弾を仕掛けたが、口ーザ

が人質となってしまう。爆破まで|時問。再び忍び込む

セパスチアンとフリン。爆発は刻々と迫る。口ーザを救

い出したものの甲キ反は単文場とイヒした。ヂ~り 1王うフライシ

ャーとドイツ兵。ガ卜リング銃で応戦するフリン。娘と

婿のために楯となる覚悟だ。敵弾に倒れながらフリンが

叫ぶ./ r飛び込め/時間がないぞ、 ./J セパスチアンと

口ーザは抱きあうように甲板;から身をおどらせた/


